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T，の測定やtriiodothyronine（T，）の測定も可能

となり臨床的に応用されつつある．私達は今回2

社の測定キット即ち「T，－RIA　KIT」（Dainabot

RIL）と　「RIA－MAT　T，　KIT．」（Daiichi　RIL）

につき同一血清を用い比較検討した．両キヅトは

その測定手順で各々特徴を有しているがすべての

点で決定的な優劣はなかった．各々の測定値を

CPBA法でえられた値と比較してみると「RIA－

MAT」とではr＝0，883とよい相関がえられたが

血中T，値が高値ではどちらかといえぽ相関は悪

く，「RIA－KIT」とではr＝O．934と同様によい

相関がえられたが，血中T，値が低値のもので相

関の悪いものがあった．両測定キット間の相関に

ついてみるとr＝0．932と両社の測定キットの測

定値はよい相関がえられたが，血中T4値が高値

群における相関は必ずしも良好とはいえなかった．

次に両測定キットでえられた値とT3－RSUと比

較したところ「RIA－MAT」ではr＝0．735，「RI

A－KIT」ではr＝0．575であり，これはT3－RSU

とCPBA法でえられた値と比較した成績でもほ

ぼ同様の成績であった．両測定キットとでえられ

たT，値と「T，　RIA－KIT」（Dainabot　RIL）を

用いてえられたT，を比較したところ，T，値が正

常値を示すにかかわらずT，値がきわめて高値を

示す例があった．いずれにせよ両測定キットは十

分臨床応用可能であり，今後甲状腺機能測定の主

力になると思われる．

15．1251標識RIAキットによる血清ジゴキシン，

　　β一ジゴキシンの測定
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　測定器機，および汚染物処理の点で3Hより好

ましい1251を核種として用いるダイナボット社の

Digoxin－12511musay　Diagnostic　Kitの使用経験

を報告する．
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　測定の原理は被検ジゴキシソとi251標識ジゴキ

シンがジゴキシソ抗血清と競合して反応すること

を利用するものである．

　5段階の濃度の標準溶液を用いた標準曲線は，

0～4．Ong／mZの範囲で勾配高いシグモイドを示

した．25例の患者血清についてkitのロット別に

よる値の変動をみたが，両値はよく一致し，また

2重測定の変動率は平均2．　20％と再現性に優れて

いた．

　3Hを核種としたRIAキットと1251キットによ

る測定値を，同一血清について比較すると，両者

の値はγ＝0．988でよく一致した．

　以上のことから，1251キットは3Hを核種とし

たキットと同様に十分有用であると考えられる．

　次に，抗ジゴキシン血清と他の心配糖体との間

の交叉反応を利用してβ一メテルジゴキシソの測

定も可能であることがわかった．

　β一メチルジゴキシソ錠によるジキタリス化を

行っている患者の計算蓄積量と血中濃度の測定値

はよく併行しており，心疾患の治療に対する今後

の応用が注目される．

16．血中Digoxin測定用キットの使用経験

　稲田　満夫

（天理病院・内分泌）

　春名　桃江

　（同・臨床病理）

　ダイナボットRI研究所より，　DigoxinのRI

AKit提供をうけ，その使用経験を報告する．

　Kitに使用されたDigoxin抗血清は，　Digitoxin

と約5％の交叉を示した以外，特異性は十分であ

った．Digoxin高濃度の血清を種々に希釈しだ場

合，その％Boundはほぼ標準曲線に一致した．

　平均回収率は101±10％であった．次に，測定

値の再現性をみると，同一　Assay内で5回測定

した測定値の変動係数は1．6～3、0％であり，B差

変動では，その変動係数は2．5～5．　89eであった．

KitのLot間の測定値の変動係数は6．　1％であっ

Presented by Medical*Online



712 核医学　12巻6号（1975）

た．Digoxin測定は，依頼されたら速やかに報告

する必要があり，測定者がそのつど変わる可能性

がある．そこで，5人の検査技師が，同一検体を

測定した際の測定値の変動係数をみると，　1．7～

7．1％であった．以上，本Kitによる測定値の再

現性はほぼ満足すべきものであった．Lot間の標

準曲線の再現性をみると，Digoxin濃度1，2お

よび4　ng／mlで，　その％Boundの変動係数は

10％以上であった．しかし，同一　Lot内では，そ

の変動係数は0．8～3．3％と再現性のきわめて良好

であった．したがって各Lotであらかじめ標準曲

線を作成しておけば，同一　Lotでは同一の標準曲

線が使用され，測定時間の短縮が可能であった．

また，HeparinおよびEDTAなどの抗凝固剤の

測定値への影響はみられなかった．以上本Kit

では，Digoxinの標識に1251を用い，　Radicacti・

vityの測定などの取り扱いは容易で，操作法も簡

単で，測定値の再現性も良好であった．したがっ

て臨床検査として，十分利用し得るものであった．

17．血中CarcinoembryO皿ic　Antigen（CEA）の

　　測定法とその診断的意義

　　　　　　　浜田　　哲

　　（京大・放射性同位元素総合セソター）

石川　演美　　吉井　正雄　　鳥塚　莞爾

　　　　　　　（京大・放）

　自家製CEAおよび特異抗血清を用い，二抗体

法により患者血清または血漿0．1ml中のCEAを

測定する方法を確立し，本法とCEAロッシ＝・

キットとの測定値の比較を行うとともに，各種の

癌および非癌疾患患者血中CEAの測定を行った．

血漿0．5rnlよりCEAを過塩素酸抽出し，ジル

コニルゲルで抗体に給合した標ma　CEAを分離測

定するロッシュ・キットによる測定値と，未抽出

血清0．lmlを用いて二抗体法により分離測定す

る本法との間には，十〇．97の有意の正相関が認め

られた．本法による血中CEA値は，正常者では

10ng／ml以下であるのに対し，胃癌，直腸・結腸

癌，膵臓癌，肝癌および肺癌では10ng／ml以上

を示すものが高率に認められた．癌の組織型との

間には一定の関係は通常認められなかったが，甲

状腺髄様癌の2例はいずれもきわめて高値を示し

た．結腸癌のDukes分類で，癌の進展度との関連

が認められた．癌の根治手術例ではCEAの急速

な低下がみられ，長期観察例でも血中CEA値は

低値に留るのに対し，姑息術および不完全別除例

では不変ないし一過性の軽度低下に留まり，再発

例では臨床所見に先立って上昇するのが認められ，

癌患者のモニタリソグに有用であった．アル，フ

ァフェトプロティンとの同時測定で，原発性を転

移性肝癌との鑑別に有用であることが認られた．

1＆C一ペプチドキットに関する検討

　　　中田　成己

（県立塚口病院・研究検査部）

清野　　裕　　井上　喜通

　　　（神大・3内）

　第一一一一ラジオアイソトープ研究所により開発され

た，ヒトC・ペプチド（CPR）につき基礎的検討

を加えた．測定操作はキットの指示書により行っ

だ．得られた標準曲線は急峻でかつ最少検出量

0．lng／mlと感度もきわめて良好であった．　ヒト

イソスリンとの交叉反応は50ng／mlの高濃度で

もまったく見られなかった．各種既知濃度のCPR

を含む血清での回収率は平均109％とおおむね良

好であった．温度による影響を検討したところ室

温より4°Cで操作した方がバラツキは少なかっ

た．また同一キット内でのバラツキの変動係数は

4．　2％以下ときわめて小さくまた異なったロット

内でのキット間のCPR値の再現性も良好であっ

た．第2抗体量を0．1mZ添加した場合とO．　2ml添

加した場合のCPR値の相関をみると，相関係数

は0．99ときわめて良好な相関を示しておりキット

に指示されている第2抗体の量で十分であること

が判明した．

　正常人の空腹時CPR値は3．2±0．411g／mlと中
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